第九课　「七十の手料理」
1、 単語
1、挑戦 （挑战 ）
△挑戦を受ける／受到挑战
△挑戦に応ずる／应战
△世界記録に挑戦する／向世界记录挑战
△挑戦的態度に出る／采取挑战的态度
△挑戦状を突きつける／下挑战书
類義語
チャレンジ／挑战
チャレンジ·アド／〈商业〉(对同行业或其产品的)挑战性广告
チャレンジャー／挑战者；〈テニス·ボクシング〉取得向上届冠军挑战资格的人回敬赛的挑战者
2、当て
1 (めあて)目的，目标
△当てのない旅／没有目的地的旅行
△当てもなくさまよう／信步流浪
②(みこみ)期待，指望；(たのみ)依赖，依靠
△友人の援助を当てにする／指望朋友的援助
　△当てがはずれる／期望落空 

△成功の当てがない／没有成功的希望
△事件解決の当てがまだない／还没有解决事件的线索。
△君を当てにするよ／指望你啦；全靠你啦。
△当てにできる人物だ／是一个可靠的人
△あの男のいうことは少しも当てにならない／他的话一点也靠不住。
△君の話を当てにしてこの品を買ったのだ／信你的话才买了这个商品的。
③(かぶせるもの)垫子，垫布
△肩当て／肩带
△ズボンのひざ当て／裤子(里面)的垫膝布  
3、 切り抜き
剪下来(的东西)
△新聞の切り抜き／剪下的报纸；剪报
△切り抜き継ぎ合わせの論文／剪剪贴贴(东拼西凑)的论文
△切り抜き帳／剪报册；集锦册
関連言葉
切り抜く   剪下，切下 

△新聞を切り抜く／剪报
△紙で人形の形を切り抜く／用纸剪纸人
切り抜ける
1 (囲みを突破する)杀出，突围
△単身敵の陣中を切り抜ける／一个人杀出敌阵
②(抜け出る)摆脱，逃脱，闯过
△難関を切り抜ける／摆脱难关；突破难关
△危険を切り抜ける／脱险
△ふたつの世界大戦を切り抜けてきた老人／闯过了两次世界大战的老人。
△なんとか相手をごまかしてその場を切り抜ける／设法骗过对方摆脱困境；
4、　茹でる
煮，烫，焯(蔬菜)
△野菜を茹でる／焯蔬菜
△卵を茹でる／煮鸡蛋　
5、　潰れる
①(押しつけられて)压坏，挤破，压碎
△かごの中の卵が大半つぶれた／筐里的鸡蛋一多半挤破了。
②(建物が)倒塌，坍塌
△地震で家がつぶれた／房子由于地震倒塌了
③(倒産する·だめになる)破产，倒闭；(瓦解する)垮台；(だめになる)黄
△不景気で中小企業がどんどん潰れる／因为萧条，中小企业相继倒闭。
△縁談が潰れる／亲事黄了
△楽しみにしていた運動会が雨でつぶれてしまった／盼望已久的运动会让雨破坏了

④(刃が)磨钝，磨损
△のこぎりの目が潰れる／锯齿不快了
△刃のつぶれた包丁／刃钝了的菜刀
⑤(目や耳が)聋；瞎
△耳がつぶれた／耳朵聋了
△彼は目がつぶれた／他眼睛瞎了
⑥(時間が)白白流逝；(チャンスが)错过
△大そうじでまる1日潰れる／大扫除耗费了整整一天的功夫。
△チャンスが潰れる／错过机会
⑦(気持ちが)沮丧，泄气 
⑧(体面が)丢人
△顔が潰れる／丢面子；丢脸

6、　頂戴
①(もらう)领受，收到，得到
△賞状を頂戴する／领到奖状
△お小言を頂戴する／收到申斥
△お祝いのことばを頂戴する／接受祝贺
△これを頂戴できましょうか／这个可以给我吗?
△早くご返事を頂戴したい／希望尽快得到您的回信。
△先日は結構な品を頂戴してまことにありがとうございました／前些日子承蒙您赠给佳品，非常感谢。
②(食べる)吃
△さあ頂戴しよう／那么，(我们)就吃吧。
△たいそうおいしく頂戴いたしました／吃得十分香甜。
△十分頂戴しました／吃得饱饱的了。
△遠慮なく頂戴します／我自己来吧。
③(…してください)请……
△あす来て頂戴／请明天来。
△お使いに行って頂戴／请去一趟。
△いっしょに行って頂戴／请和我一起去。
△早くして頂戴／请快点(干)。
△万年筆を貸して頂戴／把钢笔借我用一下。
④(ください)赏给，赐给，赠给
△もっと頂戴／再给我一点。
△おこづかいを頂戴／给我点零花钱！
△お流れ頂戴／请赐给我您酒杯里的酒。

7、　自立
自立，独立
△彼は自立して商売をしている／他独自做生意。
△勤めをやめて自立する／辞掉了工作自己干。
△自立した女性／她是一个自食其力不依赖他人的女性。

8、　整備
(配備する)配备，配齐；(そろえる)备齐；(武装力を)整备；(拡充する)扩充；(充実させる)充实;(強化する)加强；(高める)提高；(整頓する)整理；(組織?規律などを)整顿；(修理する)维修,修整；(とりつける)组装；(手入れする)保养；(建物の)修建；(道路の)铺修；(軍隊の)修整；(人員の整頓と訓練)整训
△グラウンド整備員／运动场维修员
△機械の整備／维修机器
△港湾整備計画／港口扩充计划
△自動車の整備をする／维修(保养)汽车
△教育制度を整備する／整顿教育
△兵力を整備する／配备兵力
△部品を整備する／修整零部件
△書類を整備する／备齐文件
△大規模な水利網が整備された／大规模的水利网修建好了。
△地方の小都市でも道路はきちんと整備されていた／连地方上城市的道路也铺修得很整齐。
9、　治療
治疗，医疗，医治
△治療が行き届く／医疗周到
△治療のかいもなく死ぬ／治疗无效而死
△目を治療してもらう／请人给治眼睛
△入院して治療する必要がある／需要住院治疗
△治療をほどこす／进行治疗
△その治療はききめがあった／那种治法有效。
△長期治療／长期治疗
△治療効果／疗效

10、割合
①(歩合)比例
△読者の男女の割合を調べる／调查读者的男女比例。
△10人にひとりの割合で合格する／合格比例是十取一。
△1日平均100円の割合となる／每天平均为一百日元。
②(くらべて)比较起来
△若い割合にしっかりしている／虽然年轻，但是比较起来很沉着。
△この子は割合と勉強する／这个孩子比较用功

二、文法
1 ～を共にする

　(両者はその経験を共通する。「を」の前には抽象的な名詞が入ることが多い。)这是个惯用词组，表示“同……”“共……”(“を”前面多为抽象名词。)

〈慣用的言い方〉
　　△久しぶりにみんなは食事を共にして語り合った／好久没见，大家一起吃饭聊天了。
　△苦労を共にしてきた友達にまで裏切られた／连一直同甘共苦的朋友也背叛自己了。
　　△私立ちは同じ寮なので、三年間起居を共にしてきた／我们住同一个宿舍，所以一起生活了三年。
   △苦労を共にする友達こそほんとの友達。同患难的朋友才是真正的朋友

“共にする”和“一緒にする”的异同
比较一下下面的句子。

　△意見を共にする（＝意見が一致する）意见相同 (意见一致)
　△意見をいっしょにする（＝両者の意見を混同する）统一意见(将两者的意见合二为一)
“共にする”在于表示双方有着共同的经历；而“一緒にする”则表示把双方合二为一。 

2 ～当て
(1)～があてになる
(それが期待できることであるという意味）可以指望……、靠得住

　△彼の話はあてにならない／他的话靠不住。

(2)～を当てにする
(「～を頼りにする」という意味)期待……、指望……
△友達からの送金を当てにする／指望朋友寄钱。
　△いつまでもほかの人を当てにしないでください／不要总是指别人。
　　△国からの送金を当てにしないから、アルバイトをしているのだ／因为不指望家里寄钱来，所以自己打工。
　△彼女が当てになる女だ。／她是一个可靠的人。　

3 用
(1)(用事·仕事)表示事情、工作

　　△急用／急事
　△急用のため東京へ行く／因为有急事要到东京去。
　△ちょっとあなたに用がある／和你有点事。
　△用があったら呼んでください／有事你就叫我。
　△彼女は何か用をしているか／她正在忙什么事啊？
　△今日は急用が控えているので、これで失礼させていただきます／因为今天有急事，我要就此告辞了。
(2)(働き·作用·使い道)表示用途、用处

　　△用がある·ない／有作用、没作用
   △用が足りる／顶事、顶用
   △用に立つ／有益、有帮助、有用
  △そのかさは日よけの用をする／拿个伞用以遮阳。
　△これは小学生用の辞書です／这是供小学生使用的词典。
　△春が訪れ、雪が溶けると、雪囲いも用の立たないものとして取り外された／春天来临，冰雪融化，防雪篱笆也作为没用的东西而被拆除了。
　△母は暮らしの用に立つ物をよく持って来てくれます／妈妈常给我拿来一些生活所需的物品。

(3)(費用)

　△用を節約する／节约费用

4 ～や（終助詞）
(男子が親しい人に話すときに使う。丁寧な言い方ではない。)男性用，用于朋友之间随便的谈话场合。
1)(「動〈意志形〉＋や」相手を誘うときに使い、「…しましょうよ」に相当する)接在动词意志形“…う(よう)”后边，表示劝诱或轻微的催促，相当“…しましょうよ”。

　△本田君、お茶を飲みに行こうや／本田，喝茶去吧。
　△もう遅いから、帰ろうや／已经很晚，回去吧。
　△いい天気ね。水泳をしようや／天气真好，游泳去吧。　

(2)(特に誰かに言うのではなく、独り言を言うような気持ちで軽く言う場合に使う。「よ·な」に相当する)没有特定的说话对象而是自言自语，表示轻松的断定。
　△きみが行かなきゃ、つまらないや／你要是不去就没劲啦。
　△できなければいいや。あとで僕が自分でやる／完不成就算了，呆会我自己做。　

5 ～ちょうだい
女性、女孩子在较随便场合的对话中用，出表示请求外，也可以表示劝告或命令。
(1)(謙遜語として、「いただく」に相当する)作为自谦语用，相当于“いただく”。

　△先日は子供がけっこうなものをちょうだいしまして、どうもありがとうございます／谢谢您上次送给我孩子那么好的礼物。
　△もう十分ちょうだいしましたので、おなかがいっぱいです／已经吃了很多，饱了。

(2)(尊敬語として、子供または女性用語で、「ください」に相当する)作为尊敬语儿童或女性用，相当于“ください”。
△母さん、本を買いに行くから、お金をちょうだい／妈，我要去买书，你给我点钱。
△ママ、お菓子をちょうだい／妈，我要点心。
(3)(「…してちょうだい」の形で使う)。“……してちょうだい”儿童、女性相当于“してください”。
　(子供または女性用語として、「してください」に相当する。)

　△「坊や、台所から皿を持って来てちょうだい」とお母さんが言いました／妈妈喊道：“宝宝，从厨房拿个盘子来”。
　△「お願いですから、オードバイを乗り回すのをはやめてちょうだい」と父に言われた／父亲对我说：“拜托你，不要骑摩托车到处乱跑”。
　△彼は「和雄さん、ちょっと見てちょうだい」と言って、私を窓のところへ連れていった／“和雄，你过来看一下”，他说着把我带到了窗边。
　△おじいさん、ちょっと来てちょうだい／爷爷，你过来一下。

6 句节的重叠
(1)形（連用）て＋形（連用）て
　△蚊に刺されて、痒くて痒くて、一晩中よく眠れなかった／被蚊子咬的，痒啊痒啊，一晚上都没睡好。
　△店でこれを見たら、ほしくてほしくて、ついに買ってきました／在商店里一看到这个就非常想要，最终就买回来了。
　△お土産を買いすぎたので、トランクが重くて重くて腕がしびれそうだった／因为买的礼物过多，箱子太沉，胳膊都快麻了。
　△はじめて着物を着たら、帯がきつくてきつくて何も食べられなかった／第一次穿和服，带子紧得不得了，结果什么都吃不了。
(2)形動で＋形動で
△連絡がいつまで待っても来ないので、不安で不安でしかたがなかった／怎么等联系就是不来，担心得不行。
(3)動（連用）て＋動（連用）て
△走って走ってやっと間に合った／跑啊跑啊，终于赶上了。
　△一晩中飲んで飲んで、よっぱらった／一晚上喝了又喝，醉倒了。

7 もう少しで……そうになる
(「ある事態が起こる直前まで行った」という意味。くだけた会話では「もうちょっとで」も使う。「もう少しで…ところだった」と言いかえられることが多い。)表示“再有一点话，某种情况就要发生”的语气。常译成“差点就要……”。在闲聊中也用“もうちょっとで
(1)もう少しで／もうちょっとで…そうになった／そうだった
　△もう少しでうまくいきそうだったのに、邪魔が入ってしまった／差点就能行了，然而(就在这时)出了麻烦。
(2)もう少しで／もうちょっとで…動（終止）ところだった
△ぼんやり歩いていて、もう少しで車にひかれそうになった／心不在焉地走着，差点就被车撞了。
　△もう少しで会社におくれそうになったが、同僚に便乗してもらってやっと間に合った。／眼看上班就要迟到了，幸好同事让我搭了个便车总算赶上了。
　△もう少しで本当のことを言いそうになったが、注意されてとうとう言わなかった。／都快要把真话说出来了，有人提醒了一下，总算没有说出来。
　△ 二人はもう少しで喧嘩しそうになったが、彼の一言で和解してしまった。／两个人快吵起了，但被他的一句话和解了。
　△実験はもうちょっとで成功するところだったのに、一つのデータが間違ったので、とうとう失敗に終わった。／实验眼看就要成功了，就因一个数据错误而以失败告终了。

8 ～に対して
　△お客さんに対しては、丁寧な言葉使いをしなければならない／对顾客说话必须使用客气的措辞。（動作の対象）
△夏は日が長いのに対して、冬は日が短い／夏天白昼长，相反冬天白昼短。
　　(比較の対象)

△十五人に対して一人の割合で合格した ／以十五个人中录取一个人的比例合格了。（比率）
△先生一人に対して学生15人の割合で配置されている ／每15个学生安排一个老师。
　△学生一人に対して15平方メートルの空間が確保されている ／确保一个学生有15平方米的空间。 


9 ～限り
(「もしその条件が変化したら、そこで成り立つ状態も変化する可能性がある」という意味合い。)起接续助词的作用，是限定条件的说法，用“かぎり”举出后续内容得以成立的唯一条件，表示"只要在此情况下，后续内容就能成立"的语气。
①動（連体）＋かぎり
　△規則がある限り、学校側としてはそれに従わざるをえません／只要有规定，校方就必须遵守。　
②名である＋かぎり
△プロである限り、出場資格は認められません／只要是职业选手，就不允许上场。
③動（未然）ない＋限り
△練習しない限り、上手にならない／只要不练习就不会进步。
　△絶対にやめようと自分で決心しない限り、やめることができない／只要自己不下定决心一定要戒掉，那就很难戒得掉了。
　△戦争が続く限り、安定する生活が得られない／只要战争还在继续，就不可能有安定的生活。
　△許してくれない限り、ここにいる／你不宽恕，我就不走。

前文（加粗 字体3号）
　
  このごろ高齢の男性の間で料理の学習が盛んになったそうである。若いころは、男が台所に入るのは恥ずかしいこととされていた世代である。食事の用意はもちろん、湯をわかすことさえできない男性もめずらしくない。目の前にポットと湯のみがあっても、自分で茶を入れないという人もいる。 
  こうした男性が、なれない手つきで包丁を握って大根に挑戦する姿は、ユーモラスにも見える。しかし、料理が好きで包丁を握っている人は少ない。食べるために、ほかに方法がないからやっている人が大部分である。
  こうした事態のかげには、社会の高齢化と家族性度の変化がある。昔はむすこ夫婦と生活を共にするのが普通だったから、妻に死なれても、むすこの妻が食事の世話をしてくれた。核家族化した現在、それは当てにならない。また、そのほかに女性の意識の変化も原因となっている。中高年の女性も外出することが多くなった。老妻が俳句の会やゲートボール、あるいは団体旅行に出かけたあと、ひとり残された老亭主は、「やれ、どっこいしょ」と重い腰をあげて台所に立ち、新聞の切り抜きなどを頼りに、そうめんをゆでるという風景が多くなったらしい。
  おもしろいのは、女性がひとりで外出する場合が多い、「原則として夫婦いっしょに外出」という形態には、まだなっていないことである。いま小学校の家庭科で、きゅうりの切りかたを習っている男の子が七十になるころには、この点も変わっているのではあるまいか


会話（加粗 字体3号）
(一) 会社の昼休み、同僚男女二人の会話
女　この新聞、もういりませんね。
男　ええ、一週間前のだから、捨ててもかまいませんよ。
女　ちょっと切り抜きたいんです。
男　へえ、どの記事ですか。
女　これです。
男　「七十の手料理」――ああ、おじいさん向けの料理法ですね。
女　ええ。
男　おたく、おじいさんといっしょなんですか。
女　いえ、主人の親は二人とも元気で、いなかにいますし、わたしの母はひと     り暮らしです。
男　じゃ、料理を覚えなきゃならないおじいさんはいないわけですね。
女　ええ、これ、わたしが使うんです。
男　えっ、「ほうれんそうは茹でかた」と「ひややっこの作りかた」――これをですか。
女　ええ、おかしいですか。
男　いえ、そういうわけじゃありませんけど、ちょっと基本的すぎて、女性には用はないと思ったので。
女　いいえ、そんなことありません。こういう基本的なこと、教えてもらう暇がなかったんです、わたしたちの学生時代には。
男　ああ、受験勉強がたいへんでしたからね。
女　いえ、遊ぶのが忙しくて。
	(二) 夕食の時の夫婦の会話


夫　正雄は？
妻　先に食べて寝てしまったわ。
夫　ふうん。
妻　はい、おみそしる。
夫　うん。
妻　きゅうりのおつけもの。
夫　これはいいや。おや、おもしろい切りかたしてあるね。
妻　そう？
夫　大きいのや小さいのやつぶれたのや、こりゃひどいや。
妻　がまんしてちょうだい、正雄が切ったんだから。
夫　えっ？
妻　あのね、きょう幼稚園で、お弁当の時間に、みんなで野菜サラダを作った  んですって。
夫　へえ？
妻　だから、きゅうりはぼくが切るよって。
夫　大丈夫かい、まだ五つだよ。
妻　わたし、心配で心配で、もうすごしで「やめて！」と言いそうになるのをじっとがまんしたの。汗が出たわ。
夫　やめさせたほうがいいんじゃない？
妻　だって、これからの男の子は、簡単なお料理ぐらいできるようにしておくべきだって、よく言うでしょう。
夫　うん、そりゃそうだけど。
妻　そのためには小さいうちから訓練しておかなきゃ。
夫　まあね。　
妻　でも、男の自立を助けるって、たいへんなことね。疲れちゃったわ。 
